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 ① これまでの梅雨の状況について 

 
■梅雨明けが遅れている 

 梅雨入りは平年より 3 日早い～6 日遅かった。8 月 1 日現在、沖縄地方から北陸地方まで梅雨

明けしたが、沖縄と奄美地方で平年より 3～8 日早かったほかは、平年と比べて 8～13 日遅くな

っている。 
表 1.梅雨入り梅雨明けの時期（8月 1日現在） 

梅雨入り 梅雨明け  

地方 今年(2006年) 平年差 平年 今年(2006年) 平年差 平年 

沖縄 5月14日ごろ 6日遅い  5月 8日ごろ 6月20日ごろ  3日早い  6月23日ごろ 

奄美 5月13日ごろ 3日遅い  5月10日ごろ 6月20日ごろ  8日早い  6月28日ごろ 

九州南部 5月26日ごろ 3日早い  5月29日ごろ 7月26日ごろ 13日遅い  7月13日ごろ 

九州北部 6月 8日ごろ 3日遅い  6月 5日ごろ 7月26日ごろ  8日遅い  7月18日ごろ 

四国 6月 8日ごろ 4日遅い  6月 4日ごろ 7月26日ごろ  9日遅い  7月17日ごろ 

中国 6月 8日ごろ 2日遅い  6月 6日ごろ 7月30日ごろ 10日遅い  7月20日ごろ 

近畿 6月 8日ごろ 2日遅い  6月 6日ごろ 7月30日ごろ 11日遅い  7月19日ごろ 

東海 6月 8日ごろ 同じ  6月 8日ごろ 7月30日ごろ 10日遅い  7月20日ごろ 

関東甲信 6月 9日ごろ 1日遅い  6月 8日ごろ 7月30日ごろ 10日遅い  7月20日ごろ 

北陸 6月15日ごろ 5日遅い  6月10日ごろ 7月30日ごろ  8日遅い  7月22日ごろ 

東北南部 6月 9日ごろ 1日早い  6月10日ごろ ------ ------  7月23日ごろ 

東北北部 6月15日ごろ 3日遅い  6月12日ごろ ------ ------  7月27日ごろ 

 
■梅雨期間の降水量が多い

 梅雨期間の降水量は、北海道や東北地方北部を除いて平年を上回った。東北地方南部、関東、

北陸、山陰、九州、南西諸島および長野県などでは、平年の 1.5 倍以上となるなど、かなり多い

ところがあった。なお、梅雨期間の降水量は、南西諸島では梅雨期間にほぼ相当する 5～6 月の合

計降水量、東北地方から西日本は 6～7 月の合計降水量を使い、同じ期間の平年値と比較した。 
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梅雨期間（5～6 月） 

合計降水量（ミリ） 

梅雨期間（6～7 月） 

図 1. 梅雨期間の合計降水量（ミリ） 

   （南西諸島は 5～6月、東北地方から西日本は 6～7月の合計降水量を用いた） 
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合計降水量平年比（％）

梅雨期間（6～7 月） 

梅雨期間（5～6 月） 

合計降水量平年比（％） 

図 2. 梅雨期間の合計降水量の平年比（％） 

   （南西諸島は 5～6月、東北地方から西日本は 6～7月の合計降水量を用いた） 

 
■短時間強雨が頻発した

 5～7 月の期間中、九州地方を中心に 1時間 50 ミリ以上の非常に激しい雨を 171 回観測した（全

国アメダス約 1,300 地点におけるのべ回数、100 地点あたりに換算すると 12.5 回）。これはアメ

ダスの統計を始めた 1976 年以降、最も多い回数となり、今年の梅雨期間に短時間強雨の発生が特

に多かったことを裏付けるものである。 

 

 

2006 年 5～7 月 

1 時間 50 ミリ以上の非常に激しい雨を観測した地点 

図 3. 1 時間 50 ミリ以上の非常に激しい雨を観測した地点（5～7月の期間中） 
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1時間降水量50mm以上の発生回数 (5～7月、100地点あたり)
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図 4. 1 時間 50 ミリ以上の非常に激しい雨の発生数（年ごと、5～7月の期間中） 

 

■同じ場所で数日間強い雨が続いた

 同じ場所で長時間、強い雨が降り続いた。このことから、九州や長野県、島根県を中心に 29
地点で 24 時間降水量の観測史上 1 位の値が更新し、また 82 地点で 72 時間降水量の 1 位の値が

更新した（いずれも全国のアメダス約 1,300 地点中）。 
 

 

2006 年 5～7 月

24 時間降水量が観測史上 1位を更新した地点：29 地点 

72 時間降水量が観測史上 1位を更新した地点：82 地点 

図 5. 24 時間降水量、72 時間降水量が観測史上 1位の値を更新した地点（5～7月の期間中） 
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■平成 18 年 7 月豪雨 

 7 月 15 日から 24 日にかけて、九州から本州付近にのびた梅雨前線の活動が活発となった。 

 このため、長野県、富山県では 7月 15 日から 24 日までの総降水量が多い所で 600 ミリを超え、

長野県王滝村御嶽山(オンタケサン)で 817 ミリ、富山県立山町で 816 ミリとなった。また、九州

では、同じく15日から24日までの総降水量が多い所で1,200ミリを超え、宮崎県えびの市で1,281

ミリ、鹿児島県さつま町紫尾山(シビサン)で 1,264 ミリとなった。九州、山陰、近畿、北陸地方、

および長野県では、この期間の総降水量が 7 月の月間平均降水量の 2 倍を超えるなど記録的な大

雨となった。 

 24 時間降水量は、19 日 10 時頃までに長野県塩尻市木曽平沢で 255 ミリ、23 日 7 時頃までに鹿

児島県阿久根市で 622 ミリなど、これまでの最大記録を更新したところがあった。 

 この大雨により、長野県、鹿児島県を中心に九州、山陰、近畿、および北陸地方などで土砂災

害や洪水、浸水害が発生し、死者が長野県で 11 名、鹿児島県で 5 名など 26 名となった（7 月 31

日現在、消防庁まとめ）。気象庁は平成 18 年 7 月 15 日から 24 日に発生した豪雨について、「平成

18 年 7 月豪雨」と命名した。 

 なお、この豪雨の要因については、平成 18 年 7 月 25 日発表のトピックス「平成 18 年 7 月 15

日以降の大雨に関連する大気の流れについて」を参照されたい。 

 

 
ミリ

長野県玉滝村 

御嶽山 817 ﾐﾘ 

島根県松江市 

松江 496 ﾐﾘ 

宮崎県えびの市 

えびの 1281 ﾐﾘ 

鹿児島県大口市 

大口 1122 ﾐﾘ 

長野県伊那市 

伊那 493 ﾐﾘ 

2006 年 7 月 15 日～24 日合計降水量 

図 6. 7 月 15 日～24 日までの合計降水量（ミリ） 

 

 

2006 年 7 月 15 日～24 日合計降水量 7 月の合計平年値との比

％ 

図 7. 7 月 15 日～24 日までの合計降水量 7 月合計平年値との比（％） 
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 ② 日照不足（4～7 月）の状況について 

 

■ 6 月(東・西日本)を除き 4、5、7月と日照の少ない状況が続いた 

 4～7 月にかけての日照時間は、6月が東・西日本で平年並だったのを除き全般に少なく、4、5、

7 月はかなり少なかった。このため、4～7 月の 4 か月間合計は全国的に平年を下回っており、東

北地方から西日本にかけての広い範囲で平年の 80％未満となり、東京など平年の 70％未満となっ

たところもある。 

 

東京 69%

仙台 71% 

新潟 75% 

大阪 79% 

図 9. 4～7 月の日照時間平年比（％） 

 

日照少ない 

図 10. 日照時間平年比の経過（旬ごと） 赤点線で囲んだ部分で日照が少なかった 
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■日照が少ない状況が続いた原因 

 長期にわたる日照不足をもたらした要因は時期によって異なっているが、共通する特徴として、 

・日本の南海上で亜熱帯高気圧が平年より強く、本州付近が前線帯となりやすかったこと 

・日本付近で偏西風が蛇行しやすい大気の流れであったこと 

が挙げられる。 

 それぞれの期間について、日照が少ない状況をもたらした日本付近の特徴的な大気の流れにつ

いて以下にまとめた。 

４月上旬～４月下旬前半：動きの遅い寒冷低気圧が日本海をたびたび通過 

 ４月上旬は、上空の大気の流れが速く、短い周期で低気圧が次々と通過した。中旬から下旬

にかけては、東アジア付近で偏西風の蛇行が顕著となったため、日本海を動きの遅い寒冷低気

圧が相次いで通過した。このため、北日本や東・西日本の日本海側を中心に曇りや雨の日が多

くなった。 

５月上旬後半～５月中旬（東･西日本）：日本の南海上の高気圧が強まり、本州付近に前線が停滞 

 太平洋高気圧が日本の南東海上に張り出しその北縁に位置する前線帯を平年より北上させた

ため、日本の南岸から本州付近に前線が停滞することが多く、東日本、西日本を中心に曇りや

雨の日が多かった。太平洋高気圧が日本の南東海上に張り出した要因としては、西部太平洋熱

帯域で対流活動が活発であったことで高気圧が平年より北で強まったこと、上空の大気の流れ

が日本の南東海上で高気圧を強めるように蛇行したことがある。 

５月下旬～６月中旬（北日本、東日本太平洋側）：日本の東海上の優勢な高気圧が停滞 

 東アジアから太平洋にかけては、偏西風の分流が顕著な状況がほぼ１か月間続き、アリュー

シャン付近からオホーツク海にかけて優勢な高気圧が停滞した。北日本や東日本太平洋側では

この高気圧からの湿った東よりの風の影響でくもりの日が多かった。また、東海上で高気圧が

停滞したため、低気圧の動きが遅く北日本日本海側では低気圧の影響を受けやすかった。一方、

オホーツク海高気圧は一時的にしか現れなかったため、低温とはならなかった。また、この時

期、南西諸島では梅雨前線の影響で日照時間がかなり少ない状況が続いた。 

７月上旬～７月下旬前半（東日本、西日本と東北地方）：本州付近に活動が活発な梅雨前線が停滞 

 太平洋高気圧が日本の南海上で平年より強く、その勢力の北縁がちょうど本州付近になるこ

とが多かった。このため、太平洋高気圧の北縁に位置する梅雨前線も本州付近に停滞しやすか

った。７月中旬中頃からは、偏西風の蛇行が強まったため日本付近に寒気が南下し、日本の南

海上で優勢であった太平洋高気圧の間の梅雨前線を活発化させ、東日本から西日本にかけて大

雨となった。日本の南海上で太平洋高気圧が強かったことに関しては、フィリピンの東海上で

対流活動が平年より活発だったことも影響していたと考えられる。 
 
 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


